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全
国
か
ら
の
選
手
を
温
か
《
迎
え
よ
う

第
五
十
三
回
国
民
体
育
大
会
秋
季
大
会
は
、
十
月
二
十
四
日
(
土
)
か
5
二
十
九
日
(
木
)

ま
で
の
六
日
間
開
催
さ
れ
ま
す
。
澄
ん
だ
さ
わ
や
か
な
風
を
感
じ
る
十
月
。
か
な
が
わ
の

地
に
人
が
集
い
、
感
動
の
ド
ラ
マ
の
ス
テ
ー
ジ
と
な
り
ま
す
。
全
国
か
ら
訪
れ
る
た
く
さ

ん
の
方
々
を
温
か
く
お
迎
え
し
、
熱
き
工
l
ル
を
ぜ
ひ
送
っ
て
く
だ
さ
い
。旬

日
に
舷
ル
リ
レ
ー

大
会
旗
と
県
内
ト

一
か
所
で
採
火
さ
れ

る
矩
火
は
県
民
の
皆
さ
ん
の
手
に
よ
っ
て

県
内
各
市
町
村
で
リ
レ
ー
さ
れ
た
後
、
県

庁
に
集
め
ら
れ
、
第
五
十
三
回
国
民
体
育

大
会
秋
季
大
会
開
会
式
会
場
の
柿
浜
国
際

総
合
競
技
場
へ
と
リ
レ
ー
さ
れ
ま
す
。

平
塚
市
は
十
八

H
(日
)
に
市
内
ト
五

区
間
を
市
民
の
管
さ
ん
が
そ
れ
ぞ
れ
の

思
い
を
胸
に
走
り
ま
す
。
沿
道
に
出
て
、

ご
声
援
く
だ
さ
い
。

〈コ
l
ス
等
は
四
面
)

自卓 3f'市 首=
竪球 γ支 内 qJ
主f!- i.. て:- I'XI 

平 l 桃は EZ
平塚 、-iil川 マ尽
塚総 iiij-叫 、
競合庭訟 は
輪体球が 局
場育助 1m '+ 
館、 1m

捗さ 肌

哀を 技
事え が

第3区を走る仲良し3人組(左から)
港屋智行くん(みすぼJJ¥5年〉
川口香織さん(金目JJ¥5年)
弘中今季子さん(みすほ小5年)

か
な
が
わ
・
ゆ
め
国
体
の
開
催
に
あ
た
っ
て

か
作
ゆ
が
わ
・
ゆ
め
国
体
平
線
市
実
行
委
員
会

(AF市
賎
)
吉
野
一
稜
威
雄

「
か
な
が
わ

・
ゆ
め
国
体
」
を
愛
称
と
し、

H

お
お
汗
こ
汗
ん
を
標
語
と
し

た
第
五
十
一一
一間
国
民
体
育
大
会
の
開
催
が
間
近
に
迫
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
手

塚
市
で
は
卜
月
二
十
五
日
か
ら
一一
十
八
円
ま
で
の
四
日
間
に
、
テ
ニ
ス
・

4

球

・
自
転
車

・
向
等
学
校
野
球
の
問
競
技
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
大
会
を
迎
え
る

に
あ
た
っ
て
は
、
央
行
委
日
会
を
中
心
に
市
民
の
持
械
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

い
た
だ
き
、
準
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
い
よ
い
よ
各
県
で
予
選
を
勝

ち
抜
い
た
精
鋭
選
手
に
よ
る
熱
戦
を
待
つ
ば
か
り
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
の
大
会
を
き
っ
か
け
に
、
市
民
の
皆
様
が
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
む
機

会
が
柄
引
え
、
健
康
で
生
き
が
い
の
あ
る

「生
漉
ス
ポ
ー
ツ
社
会
づ
く
り
」
に
郁

み
が
つ
く
も
の
と
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

た
く
さ
ん
の
市
民
の
皆
撤
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

-高
等
学
校
野
球
平
塚
球
場

競
技
の
得
点
は
各
都
道
府
県
対
抗
で
競

い
合
い
ま
す
句
ま
た
、
得
点
対
象
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
公
開
競
技
の
高
等
学
校
野
球

蹴
技
で
は
地
一応
の
平
塚
学
刷
向
等
学
校
が

出
場
し
ま
す
。
す
べ
て
の
競
技
は
制
戦
自

由
で
す
が
、
高
等
学
校
野
球
の
み
有
料
と

な
り
ま
す
。(一

般
三
百
円
、
小
1
高
校
生

百
円
)

平
塚
に
来
ら
れ
る
選
手
、
監
督
な
ど
の

大
会
関
係
者
は
約
二
千
人
。
ま
た
、
大
会

を
支
え
る
た
め
に
平
塚
市
体
育
協
会
、
手

塚
市
体
育
振
興
述
絡
協
議
会
を
は
じ
め
多

く
の
市
民
の
皆
さ
ん
が
競
技
迎
公
、
市
川
、

花
づ
く
り
、
接
待
、
案
内
な
ど
に
市
臨
さ

れ
ま
す
。

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
l
に
ご
参
加
を

競
技
会
場
で
応
援
し
な
が
ら
ス
タ
ン
プ

を
集
め
て
も
ら
う
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
を
実

施
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

古
参
加
方
法
競
技
会
場
等
に
世
い
て
あ

る
ス
タ
ン
プ
帳
を
持
っ
て
各
会
場
を
回
つ

て
く
だ
さ
い
。

会
ラ
リ
1
ポ
イ
ン
ト

5
か
所

.桃
浜
町
同
地
球
場
受
付
ノ
議
内
所

・
平
塚
総
合
体
育
館
受
付
案
内
所

.
平
塚
競
輪
場
受
付
案
内
所

・
平
田
部
球
場
受
付
議
内
所

・
平
塚
駅
総
合
案
内
所

食
記
念
品

同

体

グ
ツ
ズ

会
場
へ
は

シ
ャ
ト
ル
パ
ス
で

大
会
期
間
中
、
各
会
場
を
巡
る
シ
ャ
ト

ル
パ
ス
を
運
行
し
ま
す
。
ご
利
用
く
だ
さ

い
。
周
辺
道
路
で
は
交
通
混
雑
が
予
想
さ

れ
ま
す
の
で
、
マ
イ
カ
ー
の
乗
り
入
れ
臼

粛
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

ご
来
場
の
際
は
、
シ
ャ
ト
ル
パ
ス
か
路

線
パ
ス
な
ど
の
公
共
交
通
機
関
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

。
問
い
合
わ
せ
先
凶
体
事
務
局
国
体
舵

進
課

宮
お
1

1
1
1
1内
線
1
5
2

事ミ国体でも粘りの野球を

地元金日を走ります

川口香織さん(南金目)
8月9日(日)、平;際競技場で煩火リレー練習

会が聞かれました。

午前9時に集合したランナーの皆さんは委嘱

状を交付された後、平塚市陸上競技協会 に よ

る模範演技を見学し、実際に区間ごとに隊列

を組み実技指導を受けました。

ランナーの中で最年少のひとり)11口香 織 さ

んは市内の小学生大会800メー トルで優勝する

など走ることが大好きな金目小学校5年生。

「走るのが好き芯ので応募しま した。私の

好き主主金目を走ることに芯ったので大変うれ

しい。当日は全国身体障害者スポーツ大会旗

を リレーするので頑張らなければ・…」と初め

ての大会旗に触れ、自を輝かせていました。

神
奈
川
県
高
等
学
校
野
球
連
盟
理
官事長

平
爆
学
園
高
等
学
校
野
球
部
顧
問

広報ひらつかは再生紙を使用しています

石
JII 

敬
さ
ん
(
徳
延
)

第
羽
田
全
国
高
等
学
校
野
球
選
手
権
記

念
大
会
は
、
述
日
に
わ
た
っ
て
息
詰
ま
る

よ
う
な
シ
ー
ソ
ー
ゲ
ー
ム
や
逆
転
劇
を
繰

り
広
げ
ま
し
た
が
、
西
神
奈
川
地
区
を
代

表
し
て
初
出
場
し
た
平
塚
学
園
も
、
そ
の

一
ペ
ー
ジ
を
飾
る
の
に
ふ
さ
わ
し
い
戦
い

ぶ
り
で
し
た
。

1
回
戦
は
熊
本
県
代
表
の
九
州
学
院
と

対
戦
し
、
見
事
な
逆
転
劇
を
み
せ
て
叩
対

9
で
快
勝
。
続
く
2
回
戦
の
宵
崎
県
代
ぷ

の
円
商
学
問
戦
で
は
終
盤
の
反
麟
も
及
ば

ず
9
対
日
で
惜
し
く
も
敗
退
し
た
も
の
の
、

最
後
ま
で
追
い
つ
め
た
粘
り
の
野
球
は
大

き
な
収
穫
と
な
り
ま
し
た
。

初
め
て
の
甲
子
岡
で
若
々
し
い
パ
ワ

ー
を
見
せ
て
く
れ
た
同
校
野
球
部
に
官

報
が
周
い
た
の
は

8
刀
初
円
で
し
た
。

叩
月
お
円
か
ら
平
塚
市
と
大
和
市
を
会

場
に
開
催
さ
れ
る
節
目
凪
国
民
体
育
大

会
高
等
学
校
野
球
競
技
(硬
式
)
に
出
場

で
き
る
四
校
に
選
ば
れ
た
の
で
す
。

3
年
生
に
と

っ
て
は
高
校
生
活
砧
後
の

大
会
と
な
り
ま
す
。
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
は
す

で
に
国
体
に
向
け
て
練
轡
が
始
ま
っ
て
い

ま
す
。
思
い
出
の
巾
子
園
か
ら
持
ち
帰
っ

た
土
を
そ
れ
ぞ
れ
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
に
ま
き
、

そ
の
土
を
踏
み
し
め
な
が
ら
前
発
な
プ
レ

ー
を
見
せ
て
い
ま
す
。
市
民
の
皆
様
の
ご

戸
学
乞
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
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高
等
学
校
野
疎

情
々
し
い
打
撃
戦
は
魅
力

的
で
す
が
、
決
し
て
こ
れ
だ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
地
味
で
あ
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m
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平
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加
平
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京
都
成
車

引 地台野球場

平塚球場

平 家球場

9:30 

鼠合終了後

12.30 

.25臼{臼)開始式

. 27日(火)3位表~式

.28日 (水〉表彰 式

競技会場案内図

他
の
ス
ポ
ー
ツ
と
異
な
り
、

か
な
り
狭
い
領
域
で
の
プ
レ
ー

と
な
る
た
め
、
選
手
に
と

っ
て

は
ボ
l
ル
の
ス
ピ
ー
ド
、
向
転
、

コ
1
ス
の
激
し
い
変
化
に
対
応

で
き
る
判
断
h
と
動
き
が
必
要

と
な
り
ま
す
。
選
手
の
表
情、

態
度
が
競
技
に
影
響
し
や
す
い

た
め
、
精
神
的
安
定
、
集
中
力

の
持
続
が
勝
敗
を
左
右
し
ま
す
。

重繍浜

平塚総合体育館

成年男子、成年女子

成年男子 47全 都 道 府 県

-成年女子 ブロック大会に勝った 16都 道 府 県

食倭力日人員 男子188人、女子64人

食餓妓日程 .25日 (臼〉開始式 9・50

食会場

食種別

会参加

E禍浜

d 

平塚競輪場
成年男子、少年

男子
公参加 47金都道府県

食参加人員成年男子
282人
少年男子

282人

会会場

*種別

25日 {日〉稲自製彫式 16:40 平原餓輸場

。1kmタイムトライアル

(少年、成年〉

・27日(火}種 目袈由形式 14:40 平塚蛾輸峨
?う宝 ノf よ E貞 i率 1隊

。エリミネーションレース 凡 l る 交 }いを

(少年 ) らす 体 幹競ね
。 ケイリン (成年) れる1.l.を定号

まな 禍 繰のJ..
28臼 〈水)種目袈膨式 11:40-12却 す ど提りょ主主

表現彰式 平縁童書繍場 。のを返う こfで
。4km速度競走ω峰 、成年) レチし巳圭

1 1 、 i墾~
<>ポイントレース(少年成割 安 f，:oスム風車 I~
0スプリント砂年・成年) 展で[f;O{ .4 
<)4km団体追榔鮭沙年、成年) 間 カに先 km

魅
力
は
ス
ピ
ー
ド
と
ス
リ
ル

に
尽
き
ま
す
。
ス
プ
リ
ン
ト
の

よ
う
に
選
手
の
背
後
で
空
気
抵

抗
を
避
け
、
ゴ
ー
ル
手
前
で
逆

種目 25臼(臼) 26日(月) 27日(火) 28日(水)I 
加申イL止到アル 決勝 2回戦 決勝

ケイリン 1回戦 2回戦 決勝
ト
エ'.E玄「届~l 予選

スプリント予遺・1回峨 麗蓮臨書彊 1/4決勝 5-8曲目頁定蝿

1回戦鮫者復 話唖I厳島1吊ν2決勝 3・4也官電略

活戦 E書置孟唖 宮島

ポイントトス 予選 決勝

4kIr沼度議定 予選串決勝 決勝

相r(ll鴻遣鎚錠 予選 準決勝 決腕

食質量妓日程

テニス

十
月
二
十
五
日
1
二
十
八
日
の
大
会
期
間
中
、
告
会
場
を
巡
る
シ
ャ
ト
ル
パ
ス

(無
料
)
を
運
行
し
ま
す
。
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

@
A
路
線
総
合
公
園
↓
花
水
公
民
館
前
↓
平
塚
競
輪
場
↓
平
壊
駅
北
口
i
総
合
公
園

O
B
路

線

総

合
公
園
↓
平
壕
駅
北
口
4
平
場
競
輪
場
↓
花
水
公
民
館
前
↓
総
合
公
園

つ
で
も
堅
実
な
守
り
、
あ
る
い

は
バ

ッ
テ
リ
ー
の
配
球
、
そ
れ

を
崩
そ
う
と
す
る
打
者
の
駆
け

引
き
。
チ
ャ
ン
ス
、
ピ
ン
チ
の

際
の
舵
特
の
作
戦
と
そ
れ
に
応

じ
る
選
手
の
動
き
な
ど
、
叫
ん
る

べ
き
点
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

会
入
場
は
有
料
と
な
り
ま
す

・
入
場
券
当
H
券
の
み

で

般
一二
百
円
、
小
中
山
校
生
百
円
)

・
版
光
開
始
時
間
誠
九
日
開
始

1
時
間
前
1

・
版
光
場
所

平塚総合体育館

穏期j 25日 (日) 26日(月) 27臼 (火〉 28日(水〉

成年男子 1回戦 2回戦 3回載・2匹々・準決勝 ;夫自努

成年女子 一次リー グ 一次リーグ 海淵努 決勝

テニス、 卓球競銭の開始式会甥で勇 壮 な 太宣車と組動す るチアリー

デ イングの皆さんの演銭が大会 関係者をお迎 え します。

会 日時 10周 25臼 (日) 9:凹 -9:30

合会湯平窓総合体育館

"*出演 ・県立平線ろう学校「鼓舞子J
-相 州平線七夕太滋保存会

・東海大学体育会チア リーデ イング部 rFINEJ

食会場桃浜町庭球場、総合公園テニスコー ト(25日のみ〉

会樋別 少年男子、少年女子

1な曜参加 ブロ ック大会に勝 った24都道府県

会会加人員 男 子72入、 女 子72人

会鍛妓 日程 25日 (臼)開始式 8:30

平塚総合体育館11:30 .28日〈水)袈膨式

ご声握ください!

プ
レ
ー
が
始
ま
る
と
競
技
中

は
外
部
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス
を
受

け
る
機
会
は
な
く
、
選
手
自
身

の
責
任
に
お
い
て
試
合
を
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ダ
ブ
ル

ス
の
誠
合
で
は
2
人
が
一
心
同

，バ
一d
d
h，門

色ヲ
W

C
J
a

体
と
な
り
、
お
互
い
の
弱
点
を

補
い
、
強
い
耐
を
さ
ら
に
強
く

で
き
る
か
ど
う
か
が
試
合
を
決

め
る
鍵
と
な
り
ま
す
。

。
シ
ャ
ト
ル
パ
ス
の
ご
利
用
を

桃
浜
町
庭
球
場
は
駐
車
場
が

あ
り
ま
せ
ん
。
ポ
で
ご
来
場
の

カ
は
湘
南
海
岸
公
闘
に
駐
ポ
し
、

会
場
へ
は
シ
ャ
ト
ル
パ
ス

(無

料
)
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

平塚総合体育 館

積別 25日 〈日) 26日 (月) 27日 〈メo 28日(オく)

少年男子 1 .2回戦 準 々 決 勝 順位決定峨.ijt決麟 決勝 3-4位決定戦

少年女子 1回戦 2回験準々決勝 頗位決定職・準決跨 決筋 3-4位決定峨

第

m回
国
体
の
思
い
出

歓
迎
一
色
と
な
っ
た
平
塚

昭
和
三
十
年
の
第
十
回
国
体
で
平
壊
市
は
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ

ー
ル
、
ホ
ッ
ケ
ー、

自
転
車
、
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
の
四
競
技
を

開
催
。
見
附
台
体
育
館
、
桃
浜
ホ
ッ
ケ
ー
場

(現
在
の
桃
浜

町
庭
球
場
)
、
須
賀
公
固
な
ど
の
ス
ポ
ー
ツ
施
設
が
整
備
さ

れ
、
平
壊
の
体
育
界
に
影
響
を
与
え
ま
し
た
。

桃浜町庭球場

ハンドポ ル神奈川県選手団

r 

• 第 10回国民体育大会歓迎前夜祭

J可

駅前を通過するリレー隊

13α〕.28B (水) 表 彰 式
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七夕まつり会場でも国体をPRしました

ゆめサポーター

江下消基さん(土屋)
高校時代 にバ レーボール佐賀県代表とレて

国体に出場しました。今度1;:1:選手 をお迎えす

る立場です。「平 塚に来てよひった」と心に

留めていただけるよう温かくお迎えしたいで

すね。

国
体
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル
に
挑
戦

平
場
市
で
は
か
芯
が
わ
・
ゆ
め
国
体
を
契
機
に
、
人
も
街
も
、
も
っ
と
素
敵
に
怠
ろ
う
よ
、

と
い
ち
市
民
運
動
を
進
め
て
い
ま
す
。

可こ
の
国
体
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル
は
、
市
民
運
動
の
基
本
目
欄
と
怒
っ
て
い
る
ス
マ
イ
ル

ア
ッ
プ
(
笑
顔
で
)
、
ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
(
元
気
よ
く
)、
ク
リ

lpッ
プ
(
き
れ
い
に
)
を

問
題
に
入
れ
て
あ
り
ま
す
。
二
重
枠
の
中
の
四
文
字
を
並
び
変
え
て
で
き
金

量

を
考
え
て

く
だ
さ
い
。
窪
田
え
は
四
面
)

ゆ
め
サ
ボ
l
タ
i

に
参
加
し
な
が
ら
市
民
の
持
さ

ん
と

一
紡
に
ゲ
l
ム
を
楽
し
ん

だ
り
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
配
布
し

た
り
し
な
が
ら
P
Rに
努
め
て

い
ま
す
。

国
体
期
間
巾
は
会
場
の
受
付

案
内
所
で
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
1
に

協
力
し
て
い
た
だ
く
ほ
か
、
か

な
ベ
え
風
見
郊
の
設
置
、
撤
去

を
受
け
持
ち
ま
す
。

同
体
の
事
前
P
R活
動
を
職

μと
一
緒
に
行
っ
て
い
る
サ
ポ

l
タ
ー
で
す
。

昨
年
の
三
月
に
募
集
し
、
現

布
約
九
十
人
が
登
録
し
て
い
ま

す
。
職
口
と
同
じ
町
子
と
ジ
ャ

ン
パ
ー
を
活
用
し
、
問
月
の
緑

化
ま
つ
り
、
七
月
の
七
夕
ま
つ

り
、
十

一
月
の
健
雌
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
な
ど
、
毎
月
イ
ベ
ン
ト

----EEBE・
、-a
 

私たちも応援しています

《タ
テ
の
か
ぎ
》

か
忽
が
わ
国
体
は
今
年
の
ハ×
U
に
開
催
さ
れ
る

「ハ
む
に
小
判
」

風
を
利
用
し
て
空
に
上
げ
る
玩
具

北
上
夜
幽
p
n
H
M
Uや
さ
し
い
白
百
合
の

P

江
戸
時
代
に
千
石
船
が
行
き
交
っ
た
相
州
ハ

δ
湊

し
っ
か
り
地
面
を
踏
ん
で
い
芯
い
こ
と

「ハ
む
霊
園田
わ
せ
す
」

国
体
に
向
け
て
の
市
民
運
動
バ
円

δ
ア
ッ
プ
(
元
気
よ
く

γ

平
田
原
競
輸
場
で
開
催
さ
れ
る
国
体
種
目
は
ハ
汽
×
×
H
umm妓

陸
で
は
象
に
次
い
で
大
き
い
動
物
。
「
犀
」
と
曾
く

タ
テ
の
反
対
語

十
二
支
の
7
番
目
。
方
角
で
は
南
を
指
す

カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
中
心
的
祭
礼

国
体
に
向
け
て
の
市
民
運
動
パ
ロ
〉

O
ア
ッ
プ
(
笑
顔
で
ア

か
忽
が
わ
国
体
の
壁
一聞は
八

口

百

」
汗
M

岸
か
う
遠
く
隊
れ
た
海
上
の
こ
と

平
塚
八
景

・
只

M
U川
と
観
音
堂

ハ
汽
×
M
US
Q
E
S
T
-
O
N

家
の
中
で
地
面
よ
り
一
段
高
く
、
水
平
に
板
を
張
り
つ
め
た
所

家
篠
が
普
段
い
る
部
屋

「板垣Cわ とも自由は死1eJ:9'J 
平成9年に国体を開催した自治体
物事のやりそこ恕い
赤くおこった炭火
晩秋かう冬にかけて赤い球形の実のなる木
かながわ国体の愛称は喝、主主がわ.cx:コ国体'
てわ入賞。チンパンジー、ゴリラのこと
国体でl措火。オリンピックではcx:xコ
国体に向けての市民運動 ℃わ00アップ(きれいにY

2 3 

ふ
れ
霊
サ
ボ
l
タ
l

5 

紅谷パールロードでの国体PR

6 

え
風
日
品
川
胸
μ

が
い
た
る
と
こ
ろ

で

nに
人
っ
て
き
ま
す
。

問
月
に
間
帯
口
の
同
体
市
民

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て

「ふ
れ

愛
サ
ボ
l
タ
l
」
を
募
集
し
た

と
こ
ろ
、
か
な
べ
え
の
か
わ
い

さ
も
あ
り
、
二
千
三
百
人
を
組

え
る
市
民
の
皆
さ
ん
が
応
募
さ

れ
ま
し
た
。

か
な
べ
え
風
見
却
を
自
宅
の

門
や
庭
に
設
位
し
て
い
た
だ
く

ほ
か
、
国
体
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を

常
備
し
、
団
体
を
P
Rし
て
い

た
だ
く
サ
ポ
l
タ
l
で
す
。

市
内
を
渉
く
と
風
に
向
か
っ

て
気
持
ち
よ
く
羽
を
ま
わ
し
て

い
る
マ
ス
コ
ッ
ト
の

H

か
な
ベ

8 g 31 29 26 25 24 23 22 19 18 17 14 13 11 

可

l
η
d
n
D
守

'
n
E
n司

n
u
n
t
内

d

内

t
n
t
n
t
n
t
n
t
内

t
q
u
句

。

内

d

フ
ラ
ワ
ー
ザ
ポ
l
タ
l

《ヨコのかぎ》
1 オリンピック発祥の地
4 かながわ国体のcx:xコ競技は、平望書市と川崎市で開催
7 平線球場で開催される国体種目はC丈)()()野球競妓
10 rきらめく海みどりのcx:コ創造とうるおいの湖南の都市ひらつかJ
12 無理に物事をおしつけること
14 国体の錐奨花。燃えるよう恕真っ赤は花を咲かせる
15 官職などの地位のこと。ポストと呼ぶ
16 平線八策 ・Cα:x::xコ潮来
20 将織で媛の上に並べて動かす木片

二
回
の
花
づ
く
り
拙
明
会
後
、

各
家
庭
に
持
ち
州
り
栽
出
相
さ
れ

た
花
が
飾
ら
れ
た
の
は
十

一
月

に
開
催
し
た
日
等
学
校
野
球
競

技
の
リ
ハ
ー
サ
ル
大
会
会
場
。

思
い
思
い
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
つ

け
た
花
い

っ
ぱ
い
の
プ
ラ
ン
タ

ー
が
長
び
ま
し
た
。

花
づ
く
り
を
通
し
て
国
体
に

参
加
し
た
い
と
い
、
ユ

m民
の
皆

さ
ん
の
問
い
合
わ
せ
が
多
く
、

今
年
に
入
っ
て
百
二
十
人
を
追

加
笠
録
し
ま
し
た
。

花
づ
く
り
講
習
会
は
八
月
と

九
月
の
二
回
実
施
し
ま
し
た
。

澄
ん
だ
さ
わ
や
か
な
胤
を
感

じ
る
十
月
。
各
家
庭
で
大
切
に

栽
他
刑
さ
れ
た
コ
ス
モ
ス
と
ベ
ゴ

ニ
ア
の
花
が
会
場
に
飾
ら
れ
ま

す
。

人
気
の
か
怠
べ
え
風
見
鶏

ぷ五
坊
に
愛
を
込
め
た
花
を

飾
ろ
う
H

と
い
う
呼
び
掛
け
に

昨
年
百
五
ト
人
の
市
民
の
管
さ

ん
が
集
ま
り
ま
し
た
。

フ
ォ
ト
ザ
ポ
l
タ
l

み
ん
な
の
ま
ち
で

0
0
0
0が
!

台市
U

の
写
真
集
と
し
て
利
用
す

る
ほ
か
、
平
塚
市
で
の
同
体
記

録
写
真
と
し
て
保
存
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

すオの
。 ト凹版

平壊は揖りたいところがいっぱい 搾サ競火
ぷポ技リ

フォトサボータ- L l 会 レ

笹庖敏正さん〈松風町) たタ場 l
写 lでや写真に本腰を入れたのはレディ スー
其が 三 大

フ才 トサークルに参加してからです。平註活十会

塚 は山あり海ありで撮りたいものがい木蹴人 J切
っぱい。国体を契機にもう一度 平 塚 を 会 しの間

報まフ中
見つめ直してみたいですね。

外= τヲ広報ひ5っか

昨
年
の
リ
ハ
ー
サ
ル
大
会
会
場

(平
塚
球
場
)

回



燃
え
マカ、
怠
が
お
国
体

回平成10年10月6日

みん恕マ・・・・・・・・
固体0¥火をつ恕ごう

煙火とは「たいまつJの意昧で、オリンピックの聖火

にあたる富葉です。

第3回福岡大会で初めて煙火が 使 わ れ た と 伝えられて

います。第5回愛知大会か5は大会のシンボルとして、秋

季大会の期間中メイン会場にともされるようになりま し

た。

煙火がリレーされるようになったのは第12回静岡大会。

静岡県庁で採火され、男女12人の児童生徒により県庁か

5草薙競妓場までリレーされました。

第
五
十
三
回
国
民
体
育
大
会

秋
季
大
会
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
を

飾
る
大
会
旗

・
煙
火
リ
レ

1
は

県
内
各
市
町
村
で
リ
レ
ー
さ
れ

た
後
、
県
庁
に
集
め
ら
れ
、
ひ
と

つ
の
「
か
な
が
わ

・
ゆ
め
の
火
」

と
な
り
ま
す
。
そ
の
後
、
開
会

式
会
場
の
横
浜
国
際
総
合
競
技

場
に
リ
レ
ー
さ
れ
矩
火
台
に
点

火
さ
れ
ま
す
。

平
塚
市
で
は
原
木
市
の
相
模

川
で
採
火
さ
れ
た

「母
な
る
相

模
川
の
火
」
を
十
月
十
七
日
に

伊
勢
原
市
か
ら
引
き
継
ぎ
、
翌

十
八
日
に
市
内
を
リ
レ
ー
し
た

後
、
茅
ヶ
崎
市
へ
と
引
き
継
ぎ

ま
す
。

市
内
で
の
コ

l
ス
は
悶
崎
の

王
御
住
運
動
広
場
か
ら
港
小
学

外'"ョτ弓広報ひ5っか

10:05 
10:52 
11:34 

第 4区
第8区
第12区

第 3区 9:52
第 7区 10:33
第11区 11:20 
第15区 12:06

《告中継地での出発時間》
第 1区 9:34 第 2区 9:44
第 5区 10:12 第 6区 10:26
第 9区 10:59 第10区 11:07
第13区 11:45 第14区 11:56

校
ま
で
の
十
五
区
間

(内
、
四

区
間
は
車
両
リ
レ
l
コ
l
ス
)。

ラ
ン
ナ
ー
は
応
募
し
選
ば
れ
た

市
民
の
智
さ
ん
。
お
年
寄
り
も

子
ど
も
も
障
害
の
あ
る
方
も
、

そ
れ
ぞ
れ
可
能
な
範
囲
で

一
生

懸
命
走
り
、
矩
火
に
思
い
思
い

の
夢
を
託
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
声

援
く
だ
さ
い
。

総
合
公
園
で
歓
迎
式

古
伊
勢
原
市
か
ら
の
引
継
式
、

矩
火
保
管
引
受
式

日
月
口
日
(土
)
日
時
l
、
王

御
住
運
動
広
場

育
矩
火
保
管
引
波
式
、
出
発
式

見

n
(口
)
9
時
叩
分
1
、
モ

御
住
運
動
広
場

古
歓
迎
式

回
目

(日
)
叩
時
品
分
1
、
総

合
公
幽
屋
外
ス
テ
ー
ジ
前

リ
レ
l
隊
の
編
成

隊
列
は
連
絡
車
を
先
頭
に
、

日
以
後
尾
は
後
方
車
(パ
ト
カ
ー
)

と
な
り
ま
す
。

背
走
者
リ
レ
l
隊
隊
列

.
連
絡
車

・
広
報
車

・
先
導
部

(白
バ
イ
)

.
リ
レ
l
走
者
ロ
人

矩
火
ト
l
チ
保
持
者
1
人、

県
小
旗
保
持
者

(リ
レ
I
隊
長
)

1
人、

国
体
旗
保
持
者
4
人、

全
国
身
体
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大

会
旗
保
持
者
4
人
、
マ
ス
コ
ッ

ト
旗
保
持
者
2
人

・
本
部
事

・
救
護
車

・
移
送
車

・
後
方
車
(
パ
ト
カ
ー
)

合
自
動
車
リ
レ
l
隊
隊
列

リ
レ
l
走
者
ロ
人
を
除
い
た

隊
列
と
な
り
ま
す
。

開会式会栂

横
浜
国
際
総
.a除
CI 

競
按
場

警警?13Mリ I~ 
10月17日(土)-22日(木)

集火地

神
奈
川
県
庁

かながわ・ゆめ国体矩火リレー

矩火名

華
の
一
ヨ
ン
ナ
，ー
に
と
声
援
を

第34回 I ~ 
全自身体障害者スポーツ大金大会館・短火リレー --司闇E・‘
11月4日(水) r~ ll ・・F
走者リレー (5区間)・自動車リレー (1区間).皿こ温圃・I ， 

採火地

み拡とみらい21地区
扇島(おうぎしま)

江の島・湖南海岸

小田原減

宇宙科学研究所

三浦三崎漁港

県立秦野戸川公園

J栂倒11

]翁綴閣所跡

宮ヶ瀕ダム

ふるさと芸術村

国体クロスワード}'i，ズルの答え
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